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1. 概要 
パソコンとネットワーク環境の普及により、www(以下
ウェブ)サイトが閲覧できる端末が飛躍的に増加した。こ
れは、サイトを「見る」人を増加させただけでなく、サイト
を「作る」人の増加ももたらし、現在ウェブ上には膨大な
データが蓄積されている。このデータのメディア（表現
媒体）は、文字、画像、音声、映像に大別できる。それ
ぞれのメディアには特徴があり、効果的に用いることに
より、情報を的確に伝えることができる。 
メディアの中でもこの授業では「画像」というメディア
に注目した。近年は、情報を発信する能力であるプレ
ゼンテーション能力が技術者にも求められている。プレ
ゼンテーションでは、発表者の音声、スライド中の文字、
画像を使って聴衆に考えを訴えることになる。その中で
も画像は、発表者の意図を表現するのに効果的なメデ
ィアであり、聴衆に与えるインパクトも大きい。そのため、
画像を適切に用いたスライドが不可欠であり、聴衆にわ
かりやすい画像を作成する技術が必要である。 
このものづくり科学では、フリーで提供されている画
像編集ソフト「J-Trim」を用いて、画像情報の基礎知識、
加工の種類、方法について講義、演習を行った。対象
としている画像は主に写真である。 
担当した第１クールは 11名、第 2 クールは 12名の
学生に対して下記の内容で講義、演習を行った。演習
で使用した機器は、電子工学実験室のパソコン(人数
分)と、カラープリンタ(1 台)、画像取込用のスキャナ(3
台)、デジタルカメラ(1台)であった。 
2. 授業実践 
2.1 画像を加工するということ 
はじめに、画像加工するに当たっての心構えを解説
した。作者のアイディアで作成された著作物には全て
著作権がある一方で、責任も伴う。このようなことに注意
して今後の演習を行うように注意した。 
・ 演習 
「J-Trim」に慣れてもらおうということで、J-Trimのい
ろんな機能を使って一つの画像データを作成してもら
った。画像加工がこの講義のテーマなので、施した処
理とその順番を記述させた。また作成した画像は、授
業内だけでの利用と前もって説明し、もととなる素材は
ウェブからとってきてもよいものとした。 
2.2 画像の保存形式 
「自分が見た画像を、他の人に再現してもらおうと思
ったら、どう伝えればよいか」という問題から、ベクタグラ
フィクス形式とビットマップグラフィクス形式の 2 つの画
像形式を説明した（図 1参照）。 
・ 内容 
ベクタグラフィクス形式とは、画像を多角形や円など
幾何学的な図形の集まりとして考え、それらの情報を保
持する方法である。円であれば中心と半径、線分であ
れば両端点の情報と色情報を持っていれば、同じ円、
線分が描けるはずである。この形式は、拡大縮小によ
る画像の乱れを抑えることができ、きれいな画像を保持
できる。しかし、画像を描くための処理（ラスタライズ）が
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図 1 画像形式と表現例 
必要となる。 
ビットマップグラフィクス形式とは、画像を細かく分割
し、その領域を 1 つの色情報で表す方法である。当然、
分割数が増えるほど画像をきれいに保存することがで
きる。BMP という拡張子で保存される画像は、ビットマ
ップグラフィックス形式そのものであるし、ウェブなどで
よく利用される JPEG 画像もこのような画像をもとに処
理された画像である。この形式は画像の拡大縮小によ
って、画像が汚くなることがある。 
・ 演習 
画像の保存形式の特徴を意識させるため、J-Trim
の文字描画機能を使い演習を行った。150 のフォント
サイズで文字を出力した場合と、75 フォントサイズで出
力し、それを 2 倍に拡大したものとを比較させた。文字
のフォントはベクタグラフィクスであるが、決定して貼付
けてしまうとビットマップグラフィクス化してしまうので、
上の 2 つの処理の結果は異なる。後者の処理では文
字の輪郭部分が汚れた画像が得られた(図 2参照)。 
2.3 色情報とファイル容量 
ビットマップグラフィックス形式の画像では、個々の
画素が色情報を持っている。その中でもRGBが基本と
なっている方法を解説した。またコンピュータ上での数
値の表現方法と、ビットやバイトの概念を説明した。 
・ 内容 
色の作り方としては、加法混色と減法混色があり、
「光」として色が見えるディスプレイでは、RGBを原色と
した加法混色が使われている。RGBそれぞれが、どの
くらいの強さで混じっているか記述することで様々な色
を表現している。各色の強さを 0~255の 256段階区別
することが一般的である。よって、これらの組み合わせ
は 2563通りあり、約 1600万色を表現できる。 
それでは、この画像のファイル容量はどうなるだろう
か。計算機の中で情報はすべて 2進数で表されている。
10進数の“255”という数値は2進数で“11111111”であ
る。よって 255を覚えておくためには、2進数で 8桁必
要となる。この2進数で必要な桁数を「ビット」という単位
で表す。また、8ビット=1バイトである。 
よって、先ほどの 1 色あたり 256 段階の色情報を記
憶するためには１バイト必要となり、3色となれば 3バイ
ト必要である。これは画素１個あたりに必要な記憶容量
であるので、画素数に比例してファイル全体の容量が
増加していく。 
・ 演習 
色の混ぜ具合とできる色の関係を体験してもらうため
に、RGB の混ぜ具合を工夫して、学生オリジナルの色
を作らせ、その色の名前を考えてもらった。また、
J-Trimの画面では各色の強さが16進数で表示されて
いるので、それを 10進数に変換する演習も行い、基数
変換の基礎部分を解説した。 
2.4 画像ファイルの保存形式 
先に述べたように、単純なビットマップグラフィックス
形式の画像ファイルは、色解像度と画素数に応じてフ
ァイル容量が増大し、記憶媒体の容量を圧迫する。ま
た、ネットワークなどで情報を送受信する際にこのような
大きなファイルサイズのデータを扱うと、転送に時間が
かかり、ウェブで画像を見ようとしている人の心証を悪く
してしまう可能性がある。この問題を解決するために
様々な画像圧縮手法が考案されてきたが、画像の特徴
に応じた適切な手法を選ぶ必要がある。この講義では
その特徴に注目し、加工した画像に応じて保存形式を
適切に選択できるよう講義を行った。 
・ 内容 
ウェブ上で多用されている次のファイル形式につい
て解説した。 
BMP(BitMaP)･･･ビットマップグラフィックス形式そ
のままで画像を保存する形式。基本的に無圧縮。 
JPEG(Joint Photographic Experts Group)･･･明
るさの変化に比べ、色調変化に対して人間の目が鈍感
であるという性質を利用して情報を圧縮する手法。画像
をブロックに分割して、変化情報を抽出、一部を捨てる。
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図 2 画像形式の特徴を見る演習結果 
圧縮率を上げると、ブロック内で色が均一化されるブロ
ックノイズや、モスキートノイズが発生して画像品質が
悪化する。 
GIF(Graphic Interchange Format)･･･256色まで
の画像に対応しており、主にイラストやアイコンなどの
保存に有効である。透過色を設定することができる。圧
縮に用いるアルゴリズムを私企業が保有しているため、
GIFに対応したソフトウェアの開発・販売には注意が必
要である。 
PNG(Portable Network Graphics)･･･GIFに関す
るライセンスの問題を解決するために開発された圧縮
形式。 
・ 演習 
文字画像と写真画像それぞれを、BMP 形式、
JPEG形式(画質 80)、JPEG形式(画質 10)、PNG形
式で保存する。画像ファイル容量や画質から判断して、
どの保存形式が一番適しているか記述し、レポートとし
て提出させた。 
表１、2 にその例を示す。ファイルサイズに注目する
と、BMP ファイルでは画素数、色解像度から計算でき
るファイル容量とほぼ一致することがわかる。JPEG 形
式では、圧縮率を高めると、特徴であるモスキートノイ
ズやブロックノイズが現れ、画像が乱れる様子を確認で
きる。ファイル容量など総合的に判断すると、文字画像
の場合は PNG 形式が、写真画像の場合は JPEG 形
式(画質 80)が適しているという意見が多かった。画像
の種類によって圧縮手法を考える必要があることを理
解してもらえたと考えている。 
2.5 画像の加工 
回転や拡大縮小、シャープ化、ぼかしなどの加工は、
ビットマップグラフィックスの場合、画素どうしの演算で
実現できる。J-Trim にはカスタムフィルタという機能が
用意されており、3×3 マスの画素を利用した柔軟性の
高い画像加工が可能である。 
・ 演習 
カスタムフィルタ機能を用いて、ぼかした画像と境界
をきわだたせた画像を作成させた。この課題は、周辺
の画素との色調の平均、あるいは差分をとることで解決
できる。 
 
表 1 文字画像の保存形式による違い 
 保存後の画像 (「の」の一部) 
ファイル容量
[B] 
BMP形式 
(元画像) 
 
288,054 
JPEG形式 
(画質 80) 
 
9,364 
JPEG形式 
(画質 10) 
 
3,828 
PNG形式 
 
12,004 
 
表 2 写真画像の保存形式による違い 
 保存後の画像 (花びらの一部) 
ファイル容量
[B] 
BMP形式 
(元画像) 
 
124,582 
JPEG形式 
(画質 80) 
 
11,429 
JPEG形式 
(画質 10) 
 
2,983 
PNG形式 
 
84,076 
 
2.6 画像の合成 
J-Trimには2枚の画像を合成する機能がある。しか
し、レイヤー機能がないため、J-Trimを2つ起動し、そ
れぞれのウィンドウで合成する部分を抽出して合成す
るしかない。画像加工ソフトとしての機能は十分でない
が、この加工のためにマスクの概念を意識せざるおえ
なくなり、学生が画像処理を学ぶためにはかえってよい
のではないかと考える。マスクとは、画像を透過させる
部分とさせない部分を区別する画像で、この講義では
これを白黒の領域で表した。 
・ 演習 
図 3 に示す手順に従って、合成画像を作成させた。
具体的にはメンバー全員の集合写真を実験室で撮影
し、背景を換えて修学旅行写真のようなものを作ろうと
いう内容とした。マスクの作成は J-Trim にある機能だ
けでも可能であるが、Windows のペイントを使うと簡単
に行えるとアドバイスした。 
この作業の注意点は、作業途中に作成される画像の
保存形式である。使用する写真はJPEG形式で保存さ
れているが、マスク画像は、境界がはっきりしている。ま
たマスクと合成した画像は、マスクとの境界ははっきりし
ているがそれ以外は写真画像である。よって、JPEG
形式やPNG形式などの圧縮を行う保存は適さない。こ
れらのファイルは、画像情報をそのまま保存する BMP
形式で保存する必要がある。 
しかし、この部分の認識が弱く、合成部分にノイズが
あったり、合成画像にブロックノイズが出ていたりする画
像を提出した学生もいた。学生に「使える知識」として
講義内容が十分伝わっていなかったことを痛感した。 
3. まとめ 
本講義では、フリーソフト J-Trim を使い、画像情報
の基礎知識と、簡単な加工手法を学んでもらった。画
像情報に関する基礎知識は、コンピュータやインター
ネットがなくてはならない現代の技術者には、職業や専
門を問わず教養として知っておいてほしいことである。
講義を受けた学生は、今回の知識を今後の発表やデ
ータ整理に生かし、効果的にメディアを利用できる技術
者になってほしい。 
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